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重症患者を支える24時間体制の治療
～血液浄化センター（腎臓内科）～

血液浄化センターでは、腎臓のみならず腎臓以外の疾患でも血液浄化療法が有用とされる病態に対応できる

体制を敷いております。中でも、重症疾患に対する急性血液浄化療法を積極的に行っている点が大きな特徴

です。新病院の移転により、さらに充実した設備が整い、より一層、重症症例への血液浄化療法が可能となり

ました。常に医療レベルの向上を目指し、一人でも多くの患者さんを救命できるよう、スタッフが一丸となって

努力しております。今後も、地域医療支援病院および急性期病院としての機能と役割を果たしてまいります。

「tsumugu」について
アンケートにご協力ください。
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腎臓内科としての外来診療は予約、専門外来を含め毎日行っております。腎疾患に関わる様々な病態、すなわち、慢性

糸球体腎炎やネフローゼ症候群の精査・治療、慢性腎臓病の管理、血液透析導入指導など対応しております。当院の

血液透析導入症例は、急な紹介や救急搬送などにより、約半数がシャント作製のない緊急透析導入であることが特徴

ですが、カフ型カテーテルを使用して短期間の入院期間となっております。維持透析患者の合併症や急性腎障害に対

する治療、各種アフェレシス療法施行時には、他診療科と密接に連携しつつ、病態に合わせた最適な血液浄化療法を

施行しております。

地域支援病院という役割から、病状が安定すれば、地域のかかりつけの先生方に診療を引き継いでいただき、何か問題

が発生した場合に再度ご紹介いただく方針としております。診療をスムースに引き継いでいただけるよう、詳細な診療

情報を迅速にお届けできるよう心掛けております。

腎臓内科の役割: 地域医療との連携による患者ケア

当科の特徴

血液浄化センター（腎臓内科）
センター長

柴原 宏 （しばはら ひろし）

■専門
急性血液浄化療法、人工透析、
アフェレシス療法、各種腎臓病

貴院を受診され、当院腎臓内科受診を要する患者さんがおられましたら、ご連絡ください。

専門医が適切な診断・治療をいたします。

診療科医師

重症症例の血液浄化療法

当センター内に、血液浄化療法施行時に呼吸心拍監視装置、人工呼吸器管理、カテコラミン使用可能な病床を複数備え

たため、重症症例への対応が可能で、近年問題となっているPICS予防に貢献。

陰圧可能な個室

センター内に陰圧調整可能な個室を配しており、COVID-19による隔離透析などが可能。

バスキュラーアクセス手術室を配備

我々はカフ型カテーテルを積極的に使用しており、シャントがない緊急透析導入、急なシャントトラブル、急性血液浄化療

法施行時のバスキュラーアクセス、他医療機関からの留置依頼などに対応。新病院ではセンター内に手術室が設置され、

より一層、臨機応変なカフ型カテーテル留置手技が可能（他医療機関からの留置依頼急増）。

活発な学会発表

様々な臨床経験や新しい治療方法など多方面の学会に数多く発表し、血液浄化療法分野への大きな貢献。

・日本腎臓学会 認定研修施設
・日本透析医学会 教育関連施設（日本大学医学部附属板橋病院）
・急性血液浄化学会認定指定施設

実績

診療部長

鈴木 俊郎 （すずき としろう）

■専門
高血圧症、感染症、血液浄化療法、
各種腎疾患

医長

渋谷 洋平 （しぶや ようへい）

■専門
急性血液浄化療法、人工透析、
アフェレシス療法、各種腎臓病

医長

窪田 彬 （くぼた あきら）

■専門
急性血液浄化療法、人工透析、
アフェレシス療法、各種腎臓病

花澤 勇一郎 （はなざわ ゆういちろう）

■専門
急性血液浄化療法、人工透析、
アフェレシス療法、各種腎臓病

逸見 聖一朗 （へんみ せいいちろう）

■専門
慢性腎炎、人工透析、
アフェレシス療法、各種腎臓病

風呂 正輝 （ふろ まさき）

■専門
急性血液浄化療法、人工透析、
アフェレシス療法、各種腎臓病

≪ 2022年度 ≫

急性期血液浄化療法（持続緩徐式血液濾過透析） 433件

血漿交換療法 3件

エンドトキシン吸着（PMX-DHP） 38件

ビリルビン吸着療法 0件

顆粒球除去療法（GCAP) 25件

腹水濾過濃縮再静注法（CART） 21件

LDL吸着療法（レオカーナ） 4件

外来透析 6420件

入院透析 2832件

透析導入 100例

血液浄化件数

血液透析件数


